
牌城ド営林署
定設地験実林造 ド(千ズこ)

1.分 類 在 た 2.塞類響

14剛

目 的

|

)ネ箱害リセ|(力 l｀ マ.下メ|1方広 ♂工大 |ミ よりれぞ書きフ方止ずで多が

|

|〔
つ マヽリ分り「

設 定 者 (官職)彎υわ)麟じ(氏名)河 凛電、司

定

日

恩 京 擁 字 口 れ 国有林 ∂ 林班CIの だヽ班

昭和 びθ 年     月

６
。

実

験

の

実

施

方

法

じ支定方法

おい麻舞の

）

υ

０

解、フ |に

筋 メlに 68キ ′月植漱 ご,日 午ぶ月̂θ 月|(,下力|を 行う.

)巧
2メ )1湮二

t‖ な方法
ごア葦 /・

`θ

葺 |ミ オ↓練 t風 査を行う。

7.

更

rEtt r8年 ユ 月
天下 II

スヘ
い

♪θO木

ご 00θ ホ/レ

9.

保

育

10.

下

一
つ
除

刈

丁 覇
伐 i

枝   打
問   伐

実験地の3jlu況

高

一
岩S7・均  一   度 1基

IJ、

``耳

θЛ月承嘲露IInと

J」鍋 :1轟よ鶴ヵジ
:,すぶ、濯授静謝環継ふ

・３．
設
定
時
の
植
生

飾
温
一卸
温

顧 iス スキとォ11弔 ビュi

::|′t:与i:1111・

と濯はとい
脚
一蜘画

分触llulは地林実験11林暑InI営 要綱12.(3)、

“

)、 により大,0し更に分II番 馴lulで llll,uす る。

‖た定個所2mL取図は2万分の 1の 11井 !1で実続地およびプロツトの設定状況が簡1ltに わかる輌1度 とする。

既11,セ 林11に■mttP4・ IIと

'tす

る

“

ウ合はVlil白 から|■育ムの11過を作業1`に 10入する。

,ル J(術 ‖ritpl“1の lI氏

^t・

A"´ :、 ′A■ ―‐ ‖■爆
^燎 =′

本ヽ F●
"円

トイilム ,‐、
"|ば

‐ ′●4ゞ fF・i―― |■ ‐ '



造 林 実 験 地 位 置 図 お よ び 設 定 図

1/5,000

チ
蘇

鰺

可一
ガ
鰤
Ｆ
つ
た
「
”

か 城 営 林 署

実 験 地 位 置 図

L分 類
|ィ 仁 夭れ

、IZ象
類

響

実 験 地 設 定 図 1/轟

考康 面オ貢 a/2〃′ (2θ
πズ2′

棋メ3匡 )

１

つ

１

１

１

‐

④

坪 メll区

(2′ 本)

ot14 HA

カカメll区

(∂3本
)

0.04Hハ

ｏ画ゆ̈

―

‐一卿

一日
一

一３

一

一四
２
行
″
モ

‘
Ｉ
Ｃ
云
Ｖ
Ｉ‐―‐
ｔ‐
『
０
仏



様 式 2

: 0010 
∫夕 年 度 技 術 開 発 実 施

驚:ξ
曹

常林署

課

．

4

獅競別証 rぇ
鷲鶴

"1 担
　
　
　
当

齢 岬

開

発

ｎ

所

「
判
引
ШＩ

Ｌ

タタ～
`θ

r・

■

fl

目

it

術

開

発

籠  費 名 散 ■ 1摯 価 金  gi

物 件 費

千円

7末痛多防止法の実」吹
役 務 費

目

　

的 了爾評贅場長指:Lアけ法の二人ば
"波

ら1はできりか
人 件 費

人

・  ｀ ｀
｀ ヽ _

全 体 画 実 施 饉 遇
当 年 鷹 分 .

り

`   
施   1+   画 l黎 鳳 計 熙 lf価 お・よび 澪ル・lヤ rli

嘲少η項
ァ廂馴晩場印餞 (7.″ 月)

|、 格板
Tメリフア′玄11』 う

放多キ::は着徽
は.み ら4tはい



擦式  2 83 和 ご∂ 年 度 技 術 開 発 実 施 報 告 書
都城 営林懇

詢
”

超

規

　
“籟

新

　
紅

継  凝

経常.11月1別 仕 学
担

当

蜘

開

発

面

所

オ,以
期

Puq

0召 千0

,ァ 年贋

F召 千ロ

/′ 年度

予

算

孝斗

日

技

lri

開

発

経 腎 品   名 数  笙 単   価 金  額

遭棟との関連 |一 エ

物 件 青 調査月品
円 千 円

旅痛彩術 之のえ媚 役 務 書 現俊 その他

人 件 腎

駐

時

彗

幅

ι 介 ε

目

　

　

的

ガヤ塀瞥%夕とぃおいて,千 11カ法の」彩天さ:ょ るわ支Z了す±2ふ え1月 する。 r
ヽ

ζ

全 体 画 施 経 過

当 一ヰ 贋 分

施 画 施
〓
０ 評価および普及計画

l試験比な
2.試験広なこオ之

認下γl` /´ 本́

筋力|こ  /′∂不
ノ子メ1こ  /′′本

3施バ本 スでυ′′本
4訓時 摯

(|)オし茄費3岬 4》

1試聯りと蒙 0帥
"年

2月 リ
d)場 ¬

´
硼遜口凋榊 ′、林|

(2)1移 イ貨 ′/′ //J

2.滋フ・r7ッ ト
:ヽ)魚フ 1区 スで 本
(a筋 メ1ス ″  ・
c)坪 メ:1区  ク ″

3.翻奎孝項 慾 ゛坂 )

。)彩滋 調査

■ヽA

調攀 項
(|ク れ油:日後

| オ湯オ員 |きれ ,

多卑て
`∫ '11と

4
りrt tヽ イは小ヵ

Ⅲ

枝営力宅生は↑り

なク`う′1´

2`蔵ぢ
オネ今″`ら〈ろ詢1凛
り需:′蔓a高 ,り ta17わ り
人さな曖化は澪力)
た・

(¢矛γ(■諄千́に
″v′

"ま
イトと育っ

て 1ヽつ
。

舒 夜 滞晩よ 現を激

ナ平メll IX 2′ ′ フ

汀カメ|に ♂ジ /′

儒PI菫 ′υ /ユ `び
′

'朝ク/



状 況 写 真 区分
|ルニた、 都城 営林署

7ネ噺多菰玖%現乙〔外子)

(様 式 6)



技 術 開 発 課 題 完 了 報 告 書

課  題  名 凍霜 害 防止 法 の究 明

課 題 区 分 任 意
開発
区分

昭和57～60年度 担当 都 城 営 林 署

目

　

標

凍霜害地において下刈方法の工夫により,被害を防止できるかについて究明する。

結

果

1.被害防止のための下刈方法の見極めは資料も不足し (全刈区なし)効果判断はできなかっ

た。

2下 刈方法間に優劣がなく,どの下刈方法をとっても下刈することで被害は大きくなった。
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材 積 ″

開発経過 と調査内容

1.昭和 57年度

試験設定地の選定準備

2.昭和58年度

下刈時期に筋刈,坪刈をし下刈方法別試験区の設定を完了

3.昭和59年度

異常気象と重なり,そ の影響で被害発生大。
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被害率で坪刈16%,筋刈17%,無下刈14%と 全般的に発生した被害の態様には特徴的な

ものはなく全枯の状態であった。

4.昭和60年度

平年の気象であったが僅かながら被害の増加がみられた,下刈方法別では,坪刈22%,

筋刈22%,無下刈 14%と 無下刈区を除き被害が継続発生 しており,常習地的な場所におい

ては変化の少ない無下刈がベターな対策と考えられる。

平年の気象であったが僅かながら被害の増加がみられた,下刈万法別では,坪刈22%,

筋刈22%,無下刈 14%と 無下刈区を除き被害が継続発生 しており,常習地的な場所におし

ては変化の少ない無下刈がベターな対策と考えられる。

及び普及指導

下刈方法による防止法は見極めができなかったが,常習地では植付時期を考慮 して対応す

ることを考えてみる必要がある。

評価及び普及指導
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凍 霜 害 防 止 法 の 究 明

1.調査経過

2.気  象

昭和58年 12月 から昭和59年 3月 の気象が異常と思われたので特記。

(1)気  温

0℃以下の低温が12月 中旬～ 2月 上旬までの 6旬続 く (例年は 2～ 3旬 )。

12)日 平均風速

12月 , 1月 , 2月 で他年度を_上廻 る。

(3)降水量

12月 ～ 2月 にかけて40m以下の危険降水量域を示 した。

14)´気温,風速,降水量の異常が相互に作用 し合って被害を大きくした。

3.そ の 他

当署管内の58年度新植地に約 10んαの改植,補植の実害発生 (59年度調査 )。

沐
設 定 時

本  数

昭 59.7 田ヨ 60。   7
備 考

枯損本数 枯 損 率 枯損本数 枯 損 率

坪 刈 区 79 13 16 % 17 22 %

筋 刈 区 ＾
０

０
０ 14 17 % 18 22%

無下刈EX 83 12 14 % 12 14 %

平  均 82 13 16 % 16 19 %
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